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(57)【要約】
　利用目的に応じた十分な明るさで全体を均一に発光させることができ、温度上昇抑制及
び消費電力の削減を図るとともに、全体の形状・サイズ変更にも容易に対応する。
　発光装置１０は、断面略円形の棒状の透明体３０，該透明体３０の外面に取り付けられ
、その外面を把持するライトカバー１２，該ライトカバー１２内に設けられており、前記
透明体３０に光を導入する複数のＬＥＤ２２により構成されている。前記ＬＥＤ２２は、
前記透明体３０の表面と所定の間隔Ｉを保つように配置される。前記ＬＥＤ２２が発光す
ると、その光は、該ＬＥＤ２２と透明体３０の間に介在する空気層により、多方向から透
明体３０内に入射し、該透明体３０のレンズ効果により屈折・発散され、ライトカバー１
２の開放部１４から外部に向けて照射される。この様子を外部から見ると、透明体３０全
体が均一に明るく発光して見える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性を有し、断面略円弧状ないし略円形の曲面部を有する透明体，
　前記曲面部に対して、前記透明体を介して外部から光を照射するとともに、前記透明体
の表面と非密着状態ないし所定の間隔を保つように近接配置された少なくとも一つ以上の
光源，
　前記透明体の外面に取り付けられるとともに、前記光源が内側に設けられたカバー手段
，を備えたことを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　２つの透明体が、光の射出方向に段を形成するように接触配置されており、前記カバー
手段が、前記２つの透明体の表面を、光の射出部分を除いて覆うことを特徴とする請求項
１記載の発光装置。
【請求項３】
　光の射出側に配置された透明体の径が、前記光源側に配置された透明体の径よりも大き
いことを特徴とする請求項２記載の発光装置。
【請求項４】
　前記カバー手段が、放熱性を有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の
発光装置。
【請求項５】
　前記カバー手段と光源との間に、導熱性シートを設けたことを特徴とする請求項４記載
の発光装置。
【請求項６】
　前記カバー手段の外側に、放熱用のフィンを設けたことを特徴とする請求項４又は５記
載の発光装置。
【請求項７】
　前記カバー手段が、つや消し状又は不透明の散乱体であるとともに、前記透明体の表面
を光の射出部分を除いて覆うことを特徴とする請求項１記載の発光装置。
【請求項８】
　前記散乱体が、樹脂又はガラスを材料とすることを特徴とする請求項７記載の発光装置
。
【請求項９】
　前記樹脂が、白色のアクリル樹脂であることを特徴とする請求項８記載の発光装置。
【請求項１０】
　前記光源が複数あるときに、該光源を前記透明体の長さ方向に沿って配置したことを特
徴とする請求項１～９のいずれかに記載の発光装置。
【請求項１１】
　前記透明体の光の射出部分の表面に、つや消し状の散乱部を形成したことを特徴とする
請求項１～１０のいずれかに記載の発光装置。
【請求項１２】
　透光性を有する略球状の透明体，
　該透明体の外周面に非密着状態ないし所定の間隔を保つように近接配置されており、前
記透明体に対して外部から光を照射する少なくとも一つ以上の光源，
　前記透明体の外面に設けられており、前記光源を収納する筒部，
を備えたことを特徴とする発光装置。
【請求項１３】
　前記筒部の内側を除いて、前記透明体の表面のほぼ全体につや消し状の散乱部を形成し
たことを特徴とする請求項１２記載の発光装置。
【請求項１４】
　前記透明体の光の射出側に、前記射出側に向けて広がった略円錐状ないし角錐状の窪み
を設けたことを特徴とする請求項１２記載の発光装置。
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【請求項１５】
　前記透明体の外側を覆うとともに、光の射出側へ向けて広がった略笠状のカバーを備え
たことを特徴とする請求項１４記載の発光装置。
【請求項１６】
　透光性を有する略半球状の透明体，
　該透明体の平面部に対して所定の間隔を保つように近接配置されており、前記透明体に
対して外部から光を照射する少なくとも一つ以上の光源，
　前記透明体の平面部の縁に設けられており、前記光源を収納する筒部，
を備えたことを特徴とする発光装置。
【請求項１７】
　前記略球状又は略半球状の透明体，光源，筒部を含む第１の発光部，
　該第１の発光部が少なくとも一方の端部に配置された長尺の第２の発光部，
を備えたことを特徴とする請求項１２～１６のいずれかに記載の発光装置。
【請求項１８】
　前記第２の発光部が、
　透光性を有する長尺の透明体，
　該透明体の長手方向に形成された透明窓，
　前記透明体の表面であって、前記透明窓を除く部分に形成されたつや消し状の散乱部，
　前記透明体の少なくとも一方の端部から、前記透明体に光を照射する光源，
を備えたことを特徴とする請求項１７記載の発光装置。
【請求項１９】
　前記散乱部を、白色顔料を含む塗料によって形成したことを特徴とする請求項１１又は
１３記載の発光装置。
【請求項２０】
　前記光源が、発光ダイオードであることを特徴とする請求項１～１９のいずれかに記載
の発光装置。
【請求項２１】
　前記光源の電源として、太陽電池を利用することを特徴とする請求項１～２０のいずれ
かに記載の発光装置。
【請求項２２】
　前記光源の点灯及び消灯を切り替えるスイッチ手段を設けたことを特徴とする請求項１
～２１のいずれかに記載の発光装置。
【請求項２３】
　前記透明体が、樹脂又はガラスを材料とすることを特徴とする請求項１～２２のいずれ
かに記載の発光装置。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれかに記載の発光装置を利用したことを特徴とする発光物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光装置及びそれを利用した発光物に関し、更に具体的には、透明体に光を
導入するようにした発光装置及びそれを利用した発光物の明るさと発光の均一性の改良に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　家庭や事務所，病院，その他の施設などにおいて使用される蛍光灯などの照明器具には
、光源の背後ないし側方に反射部材が設けられている。光源（蛍光ランプや白熱灯）から
の光線は、前記反射部材に一旦当てて所望の照明方向へ反射させられることにより、照明
器具の明るさを高める働きをするとともに、反射部材の広い面から散乱する柔らかな光を
提供する。従来、蛍光灯等の照明器具反射部材としては、酸化チタンなどの白色顔料を含
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んだ塗料が使用されているが、これら反射部材に照射された可視光線のエネルギーの吸収
率が高く（１４～１７％程度）、その分、照明効率が低くなるという問題がある。また、
反射部材を用いることから取付構造なども複雑化する。一方、近年では、消費電力や照明
効率に着目し、光源としてＬＥＤ（発光ダイオード）を利用した照明器具なども多数提案
されている、例えば、下記特許文献１には、数少ない発光ダイオードによって、比較的均
一に照射面を照射することができる照明装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００３－７７３１２公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、一般的に、ＬＥＤを使用した照明器具では、白熱球などと比べて光量が
不足する傾向にあり、照明器具の設置場所や利用場所によっては、目的に応じた十分な明
るさを得ることができない場合がある。特に、単一のＬＥＤを使用した照明器具では、器
具の形状がライン状（直線状）である場合は、一般に、光源に近い部分は明るく、遠い部
分になるほど暗くなり、器具全体として照射する明るさにムラがでる傾向が強い。このた
め、上述した特許文献１においても、一方向に複数の発光ダイオードを配置するとともに
、反射手段（反射部材）を備える構成となっている。
【０００４】
　ところが、前記特許文献１に示すような一般的な砲弾型ＬＥＤを使用する場合、長手方
向に光の帯を作ろうとすると、個々のＬＥＤの間隔をおかずに配置し、ある程度の照射距
離（例えば、約３００ｍｍ程度）を保たなければならない。これは、前記ＬＥＤがあくま
でも光の点でしかないからである。従って、上述した技術で十分な明るさで光の帯を作ろ
うとすると、更に多数のＬＥＤが必要になることから、消費電力の削減を図ることができ
ず、サイズやコストの面でも不都合が生じる。これは、例えば、リング状などの他の形状
であっても同様である。また、多数のＬＥＤを使い続けると、白熱球や蛍光灯と比べれば
温度上昇の度合いは低いものの、ある程度の温度上昇を免れることはできない。
【０００５】
　本発明は、以上の点に着目したもので、その目的は、利用目的に応じた十分な明るさで
全体を均一に発光させることができ、温度上昇抑制及び消費電力の削減も図るとともに、
全体の形状・サイズ変更にも容易に対応することができる発光装置及びそれを利用した発
光物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するため、本発明の発光装置は、透光性を有し、断面略円弧状ないし略
円形の曲面部を有する透明体，前記曲面部に対して、前記透明体を介して外部から光を照
射するとともに、前記透明体の表面と非密着状態ないし所定の間隔を保つように近接配置
された少なくとも一つ以上の光源，前記透明体の外面に取り付けられるとともに、前記光
源が内側に設けられたカバー手段，を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　他の発明の発光装置は、透光性を有する略球状の透明体，該透明体の外周面に非密着状
態ないし所定の間隔を保つように近接配置されており、前記透明体に対して外部から光を
照射する少なくとも一つ以上の光源，前記透明体の外面に設けられており、前記光源を収
納する筒部，を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　更に他の発明の発光装置は、透光性を有する略半球状の透明体，該透明体の平面部に対
して所定の間隔を保つように近接配置されており、前記透明体に対して外部から光を照射
する少なくとも一つ以上の光源，前記透明体の平面部の縁に設けられており、前記光源を
収納する筒部，を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の発光物は、請求項１～２３のいずれかに記載の発光装置を利用したことを特徴
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とする。本発明の前記及び他の目的，特徴，利点は、以下の詳細な説明及び添付図面から
明瞭になろう。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、透光性を有し、断面略円弧状ないし略円形の曲面部を有する透明体に対して
光源から光を導入する発光装置において、前記曲面部によるレンズ効果を利用することと
した。このため、利用目的に応じた十分な明るさで透明体全体を均一に発光させるととも
に、形状や寸法の変更にも容易に対応することができる。また、前記光源としてＬＥＤを
用いることで消費電力の削減を図るとともに、必要に応じて、放熱を行うことで、温度上
昇を抑制できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の実施例１を示す図であり、(A)は外観を示す斜視図，(B)は分解
斜視図，(C)は前記(A)を＃１－＃１線に沿って切断し矢印方向に見た断面図である。
【図２】図２は、前記実施例１の回路図である。
【図３】図３は、本発明の実施例２を示す図であり、(A)は主要断面図，(B)は変形例の主
要断面図，(C)は他の変形例を示す斜視図である。
【図４】図４は、本発明の実施例３を示す図であり、(A)は外観を示す平面図，(B)は前記
(A)を＃４－＃４線に沿って切断し矢印方向に見た断面図である。
【図５】図５は、前記実施例３から透明体を外したときの構造を示す斜視図である。
【図６】図６は、本発明の実施例４を示す斜視図である。
【図７】図７は、本発明の実施例５を示す図であり、(A)は分解斜視図，(B)は前記(A)を
＃７－＃７線に沿って切断し矢印方向に見た断面図，(C)は光の照射範囲を示す模式図で
ある。
【図８】図８は、前記実施例５の透明体の径と光の照射範囲の一例を示す断面図及び模式
図である。
【図９】図９は、本発明の実施例６を示す図であり、(A)は主要断面図，(B)は分解斜視図
，(C)は回路図，(D)は変形例を示す主要断面図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施例７を示す図であり、(A)は主要断面図，(B)は分解斜
視図，(C)は変形例を示す主要断面図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施例８を示す図であり、(A)は外観を示す斜視図，(B)は
前記(A)を＃１１Ａ－＃１１Ａ線に沿って切断し矢印方向に見た断面図，(C)は前記(B)を
＃１１Ｂ－＃１１Ｂ線に沿って切断し矢印方向に見たときの光源の配置を示す平面図，(D
)は本実施例の回路図，(E)は本実施例の変形例を示す斜視図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施例９及びその変形例を示す主要断面図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施例１０を示す図であり、(A)及び(B)は主要断面図，(C
)は透明体を示す斜視図，(D)は変形例を示す外観斜視図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施例１１を示す図であり、(A)は外観斜視図，(B)は主要
断面図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施例１２を示す図であり、(A)は外観を示す斜視図，(B)
は前記(A)を＃１５－＃１５線に沿って切断し矢印方向に見た断面図である。
【符号の説明】
【００１２】
　１０：発光装置
　１１：端部カバー
　１２：ライトカバー
　１４：開放部
　１６：底面
　１８：基板
　２０Ａ，２０Ｂ：電極パターン
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　２２：ＬＥＤ（発光ダイオード）
　２４，２６：リード線
　３０：透明体
　３２：電源
　３４：スイッチ
　３６：ＬＥＤボード
　３７：基板
　３８：ＬＥＤ
　３９Ａ，３９Ｂ：電極パターン
　４０，４０Ａ，４０Ｂ：発光装置
　４２：透明体
　４４：導入部
　５０：ライトカバー
　５２：底面
　５４：縁
　５６：基板
　６０：ＬＥＤ
　６２：導熱シート
　６４：放熱フィン
　６６：散乱部
　７０：発光装置
　７２：固定板
　７４：ライトカバー
　７６：底面
　７７：収納部
　７８：透明体
　８０Ａ，８０Ｂ：ＬＥＤ
　８２Ａ，８２Ｂ：発光部
　８４Ａ，８４Ｂ：マーク
　８６，８８：リード線
　８９：導熱シート
　９０：発光装置
　９２：ライトカバー
　９４Ａ：底面
　９４Ｂ：側面
　９６：透明体
　９８，１００：キャップ
１０２Ａ，１０２Ｂ：ＬＥＤ
１０４Ａ，１０４Ｂ：発光部
１０６Ａ，１０６Ｂ：マーク
１１０，１１２：リード線
１５０：発光装置
１５２：ライトカバー
１５３，１５４：側面
１５６：底面
１５８：開放部
１６０，１６２：透明体
１６４，１６６：照射範囲
２００，２００Ａ：発光装置
２０２：透明体
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２０３：散乱部
２０４Ａ，２０４Ｂ：斜面
２０６：底面
２０８：ライトカバー
２１０Ａ，２１０Ｂ：斜面
２１２：溝
２１４：ライトバー
２１６：基板
２１８Ａ，２１８Ｂ：電極パターン
２２０：ＬＥＤ
２２２，２２４：リード線
２２６：スイッチ
２２８：電源
２３０，２３０Ａ：発光装置
２３２：透明体
２３４：散乱部
２３６：入射部
２４０：ライトカバー
２４２Ａ，２４２Ｂ：曲面
２４４：溝
３００：発光装置
３１２：透明体
３１４：筒部
３１６：導入部
３１８：口金
３２０：基板
３２２Ａ，３２２Ｂ：電極パターン
３２４，３２６：ＬＥＤ（発光ダイオード）
３２４Ａ，３２６Ａ：発光部
３２４Ｂ，３２６Ｂ：マーク
３３４，３３６，３４２，３４４：リード線
３３８：電源
３３９：スイッチ
３４０：ボリューム（抵抗）
３４６：散乱部
３５０：発光装置
３５２，３５２Ａ：透明体
３５４：筒部
３５６：収納部
３５８：導入部
３６０：基板
３６２：ＬＥＤ
３６４：発光部
３６６，３６８，３７９：リード線
３７０：口金
３７２：引出部
３７４：スイッチ
３７６：電源
３８０：太陽電池パネル
３８４，３８６：電極層
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３８８，３９０，３９４：リード線
３９２：蓄電池
３９６：散乱部
４００：発光装置
４０２：透明体
４０４：窪み
４０６：斜面
４０８：筒部
４１０：笠
４２０：口金
４５０：発光装置
４５２：透明体
４５４：平面部
４５６：筒部
４６０：受け部
５００：警棒
５０２：グリップ
５０４：本体
５０６：第１の発光部
５１０：筒
５１２：透明体
５１４：散乱部
５１６：透明窓
５１８：ＬＥＤ
５２０：基部
５２２，５２４，５４６，５４８，５５０：リード線
５２６：スイッチ
５２８：電池
５３０：第２の発光部
５３２：透明体
５３４：筒部
５３６：収納部
５３８：導入部
５４０：アタッチメント
５４２：ＬＥＤ
５４４：発光部
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　この発明には数多くの実施形態が有り得るが、ここでは適切な数の実施例を示し、詳細
に説明する。
【実施例１】
【００１４】
　最初に、図１及び図２を参照しながら、本発明の実施例１を説明する。図１(A)は、本
実施例の外観を示す斜視図，(B)は分解斜視図，(C)は前記(A)を＃１－＃１線に沿って切
断し、矢印方向に見た断面図である。図２は、本実施例の回路図である。本実施例は、本
発明の発光装置を、各種用途に用いられるライン状の照明器具に適用したものである。発
光装置１０は、断面略コ字状のライトカバー１２内に、光源であるＬＥＤ２２と、該ＬＥ
Ｄ２２に対して近接配置される断面略円形の棒状の透明体３０が収納された構成となって
いる。前記透明体３０の両端には、必要に応じて、端部カバー１１が設けられる。前記ラ
イトカバー１２は、図１(B)及び(C)に示すように、開放部１４の先端が若干すぼまった断
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面略コ字形状となっており、開放部１４を若干外側に押し広げることができるような材料
（例えば、アルミニウム板やプラスチック板など）で形成されている。
【００１５】
　前記ＬＥＤ２２は、前記ライトカバー１２の底面１６と略同一形状のフレキシブルな基
板１８上に平行に形成された電極パターン２０Ａ，２０Ｂ上に跨るように複数配置されて
おり、前記電極パターン２０Ａ，２０Ｂの端部には、それぞれリード線２４，２６が接続
されている。前記電極パターン２０Ａ，２０Ｂとしては、例えば、銅が用いられ、あらか
じめ前記基板１８に印刷されている。このような電極パターン２０Ａ，２０Ｂ上に設けら
れるＬＥＤ２２の数は任意であるが、本実施例では、１０個のＬＥＤ２２が等間隔で配置
されている。また、前記透明体３０は、前記ライトカバー１２と略同一ないし若干短い長
さに形成されており、その直径は、ライトカバー１２の底面１６の幅と略同一に設定され
ている。前記透明体３０としては、例えば、アクリル樹脂からなる透光性の透明な棒状体
が利用される。なお、前記透明体３０の直径は、例えば、５ｍｍ～２０ｍｍ程度である。
【００１６】
　以上の各部は、まず、基板１８上に形成された平行な電極パターン２０Ａ，２０Ｂに跨
るように、ＬＥＤ２２を配置し、該ＬＥＤ２２の図示しない端子と電極パターン２０Ａ及
び２０Ｂを接続する。そして、電極パターン２０Ａ，２０Ｂの端部に、それぞれリード線
２４，２６を適宜手段で接続する。次に、このようにしてＬＥＤ２２を設けた基板１８を
、ライトカバー１２の底面１６に貼り付け、更にその上から前記透明体３０を、開放部１
４から嵌め込み、前記ＬＥＤ２２の表面との間に所定の間隔Ｉが空くように近接させる。
前記間隔Ｉは、例えば、１．５ｍｍ～２．０ｍｍ程度とするとよい。このとき、透明体３
０の直径は、開放部１４の幅よりも若干大きく設定されているため、開放部１４を押し広
げることになる。すると、開放部１４が内側に戻る力により、透明体３０がライトカバー
１２に固定される。
【００１７】
　ＬＥＤ２２と接続したうちの一方のリード線２４は、図２(A)の回路図に示すように、
ライトカバー１２の外部に設けられた電源３２の一方の端子に接続され、更に、電源３２
の他方の端子に接続されたリード線は、スイッチ３４を介して、前記ＬＥＤ２２と接続し
た他方のリード線２６に接続されている。すなわち、並列接続された１０個のＬＥＤ２２
に、スイッチ３４を介して電源３２が接続された構成となっており、前記スイッチ３４の
ＯＮ／ＯＦＦの切り替えにより、ＬＥＤ２２の点灯及び消灯を切り替えることができる。
あるいは、前記電極パターン２０Ａ，２０Ｂそれぞれの両端を接続して、電極パターン２
０Ａ及び２０Ｂのリングを形成し、それらの間に、ＬＥＤ２２，電源３２，スイッチ３４
を設けるようにしてもよい。このような状態は、例えば、図２(B)に示す回路図で表わす
ことができる。なお、図２(B)で並列接続したＬＥＤ２２の両端側にある電源３２及びス
イッチ３４は、同一のものである。
【００１８】
　更に、一つのＬＥＤ２２を単に接続するのではなく、図２(C)に示すように、基板３７
上の電極パターン３９Ａ及び３９Ｂに跨るように配置された複数（図示の例では５個）の
ＬＥＤ３８からなるＬＥＤボード３６を、複数並列接続するようにしてもよい。あるいは
、図２(D)に示すように、基板３７上の電極パターン３９Ａ及び３９Ｂを跨るように複数
のＬＥＤ３８が並列配置されたＬＥＤボード３６を複数用意する。そして、該ＬＥＤボー
ド３６の一方の電極パターン（例えば電極パターン３９Ｂ）と、隣接するＬＥＤボード３
６の他方の電極パターン（例えば、電極パターン３９Ａ）を接続して、複数のＬＥＤボー
ド３６を直列接続するようにしてもよい。なお、前記図２(C)及び(D)に示す例の場合はい
ずれも、ＬＥＤボード３６中のいずれかのＬＥＤ３８が点灯不良であったとしても、残り
のＬＥＤ３８が点灯を続けるため、光量不足が目立たないという効果がある。更に、図２
(E)に示す例のように、前記ＬＥＤボード３６の電極パターン３９Ａ及び３９Ｂを、一つ
のＬＥＤ３８毎に交互に切断し、一つのＬＥＤボード３６上で複数のＬＥＤ３８を直列的
に接続するようにしてもよい。もちろん、このようなＬＥＤボード３６を、図に点線で示
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すように、複数並列接続するようにしてもよい。
【００１９】
　次に、本実施例の作用を説明する。図１に示すように、発光装置１０は、開放部１４が
照射側を向くようにして、任意の位置に設置される。あるいは、特定の場所に固定せずに
、移動式としてもよい。前記スイッチ３４をＯＮにして、電源３２からライトカバー１２
内に設けられたＬＥＤ２２に電気を供給して通電し、ＬＥＤ２２を点灯させ、透明体３０
へ向けて光を照射する。ＬＥＤ２２から照射された光は、透明体３０との間に介在する空
気層により、多方向から前記透明体３０内へ入射し、更に、断面略円形の透明体３０によ
るレンズ効果で屈折・発散され、ライトカバー１２の開放部１４から外部に向けて照射さ
れる。なお、光の照射範囲は、前記開放部１４の形状によって決定される。このような状
態の発光装置１０を外部から見ると、透明体３０が長さ方向に均一に明るく発光しており
、光の帯が形成されているように見える。
【００２０】
　このように、実施例１によれば、次のような効果がある。
(1)長尺の透明体３０の外面に取り付けられるライトカバー１２の内側に、前記透明体３
０の表面と所定の間隔Ｉを保つように光源であるＬＥＤ２２を長手方向に沿って複数配置
し、該ＬＥＤ２２から前記透明体３０へ向けて光を導入することとした。このため、透明
体３０とＬＥＤ２２間に介在する空気層と、前記透明体３０のレンズ効果により、利用目
的に応じた十分な明るさで透明体３０全体を長手方向に均一に発光させることができる。
(2)ＬＥＤ２２を光源として用いることとしたので、高い照明効率を維持しなから消費電
力を削減し、ランニングコストの低減を図ることができる。また、白熱灯や蛍光ランプを
利用した場合と比べて温度上昇を抑制することができる。
(3)スイッチ３４を設けることとしたので、照明の必要がない場合には、前記スイッチ３
４をＯＦＦにすることにより、ＬＥＤ２２からの光の照射を停止させて無駄な照明を省く
ことができる。
【実施例２】
【００２１】
　次に、図３を参照しながら、本発明の実施例２を説明する。図３(A)は、本実施例の主
要断面図，図３(B)は本実施例の変形例の主要断面図，図３(C)は他の変形例の斜視図であ
る。本実施例も、前記実施例１と同様に、長尺の透明体を用いた例であるが、より積極的
に放熱を行うことによって、高い温度上昇抑制効果を得ることができるものである。まず
、図３(A)に示す発光装置４０は、断面略コ字状のライトカバー５０内に、光源であるＬ
ＥＤ６０と、該ＬＥＤ６０が複数設けられた基板５６が収納されており、該ライトカバー
５０の側面上端の縁５４が、断面略円形の棒状の透明体４２の外周面に接触するように取
り付けられた構造となっている。なお、前記基板５６上の電極パターンやＬＥＤ６０の配
置は、前記実施例１と同様である。前記実施例１では、ライトカバーから露出する透明体
の表面が全体の半分以下であったのに対して、本実施例では、ライトカバー５０から露出
する部分のほうが多くなっている。前記ライトカバー５０としては、例えば、放熱性の高
いアルミニウム板が用いられる。
【００２２】
　また、本実施例では、前記ＬＥＤ６０が配置された基板５６と、ライトカバー５０の底
面５２の間には、導熱性を有する導熱シート６２が設けられている。該導熱シート６２と
しては、例えば、グラファイトシートなどが利用されるが、他の公知の各種の導熱性を有
するシートを利用してよい。更に、本実施例では、前記ライトカバー５０の外側底面に、
放熱用のフィン６４が複数設けられている。
【００２３】
　本実施例の作用は、発光に関しては基本的には、上述した実施例１と同様であるが、Ｌ
ＥＤ６０の点灯により生じた熱は、基板５６を介して導熱シート６２に導熱され、放熱性
を有するライトカバー５０へ導かれる。該ライトカバー５０へ導かれた熱は、外部に放熱
されるが、その際に、放熱フィン６４によって放熱が促進される。このように、本実施例
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によれば、上述した実施例１の効果に加え、積極的な放熱により良好な温度上昇抑制効果
が得られる。
【００２４】
　次に、実施例の変形例を説明する。まず、図３(B)に示す発光装置４０Ａは、透明体４
２の表面であって、前記ライトカバー５０から露出する部分，すなわち、光の射出部分が
つや消し状の散乱部６６となっており、ライトカバー５０の内側に相当する表面部分，す
なわち光の導入部４４のみが透明となっている。前記散乱部６６は、光を反射するように
白色顔料を含む塗料を、前記透明体４２の表面に、例えば、蒸着や塗布などの方法で形成
した膜である。このような構成とすると、ＬＥＤ６０から照射された光は、前記透明体４
２によるレンズ効果で屈折・発散されて外部へ向けて射出される際に、表面に形成された
つや消し状の散乱部６６により、多方向に効率よく散乱（乱反射）されるため、特に、発
光の均一性を高めることが可能になる。
【００２５】
　図３(C)に示す発光装置４０Ｂは、透明体４２の外面に、前記ライトカバー５０を３箇
所設けた例である。このような構成とすると、明るさを増すことができる。もちろん、図
３(B)に示す例のように、ライトカバー５０で覆われていない部分の表面に、つや消し状
の散乱部を形成するようにしてもよい。
【実施例３】
【００２６】
　次に、図４及び図５を参照しながら、本発明の実施例３について説明する。上述した実
施例１及び２は、ライン状の透明体を利用したものであるが、本実施例は、透明体をリン
グ状としたものである。図４(A)は、本実施例の外観を示す平面図，図４(B)は、前記(A)
を＃４－＃４線に沿って切断し矢印方向に見た断面図である。図５は、本実施例から透明
体を外したときの構造を示す斜視図である。
【００２７】
　本実施例の発光装置７０は、任意の場所に設置されるリング状（環状）の照明器具であ
って、発光する透明体７８と、その背面に設けられた固定板７２，前記透明体７８の外周
面を把持するとともに前記固定板７２に取り付けられる複数のライトカバー（ないし把持
部）７４，該ライトカバー７４のそれぞれの内側に設けられており、前記透明体７８に外
部から光を照射する光源であるＬＥＤ８０Ａ，８０Ｂにより構成されている。前記透明体
７８は、図４(B)に示すように、断面略円形であって、上述した実施例と同様に、例えば
、アクリル樹脂などの透光性の材料により形成される。また、前記固定板７２は、前記透
明体７８によって形成されるリングの外形よりも若干大きい円盤状であって、例えば、ス
テンレスやアルミニウムなどにより形成される。なお、前記固定板７２は、必要に応じて
設ければよい。
【００２８】
　前記ライトカバー７４は、断面略コ字状であって、その底面７６には上述したＬＥＤ８
０Ａ，８０Ｂが設けられており、前記底面７６と両側面の間の収納部７７には、前記透明
体７８が挟み込み固定される。すなわち、ライトカバー７４は、透明体７８の外周面を把
持する。このようなライトカバー７４は、例えば、ステンレスやアルミニウムなどにより
構成される。なお、図示の例では、ライトカバー７４は、略等間隔で固定板７２の縁側に
８箇所設けられているが、透明体７８を把持しておくことさえできればよく、その数は必
要に応じて適宜増減してよい。このような発光装置７０は、前記固定板７２の裏面などを
任意の手段で所望の場所に取り付けることにより照明器具として利用可能である。
【００２９】
　前記ライトカバー７４の底面７６に設けられるＬＥＤ８０Ａ，８０Ｂは、それぞれが長
方形となっており、２つ並べた状態で前記底面７６に固定されている。これらＬＥＤ８０
Ａ，８０Ｂの表面には、発光部８２Ａ，８２Ｂが設けられており、それを覆う樹脂モール
ドなどは設けられていない。また、ＬＥＤ８０Ａ，８０Ｂには、電極の極性を示すマーク
８４Ａ，８４Ｂが設けられている。例えば、マーク８４Ａや８４Ｂが設けられた側の底面
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の端子がアノードを示すという具合である。これにより、マーク８４Ａ，８４Ｂが固定板
７２の中心側となるように全てのＬＥＤ８０Ａ，８０Ｂの向きを揃えて配置すると、複数
のライトカバー７４に設けられたＬＥＤ８０Ａ及び８０Ｂのアノード端子全てをリード線
８８に接続し、同じく反対側のカソード端子をリード線８６に接続することが可能となる
。これらリード線８６，８８には、図示しない電源が接続され、必要に応じて通電のＯＮ
／ＯＦＦを切り替えるためのスイッチが設けられる。
【００３０】
　なお、本実施例においても、ライトカバー７４の底面７６と、ＬＥＤ８０Ａ及び８０Ｂ
との間に、上述した実施例２と同様に、図５に示す点線で示す導熱シート８９を設け、更
に、前記固定板７２をアルミニウムなどの放熱性の高い材質を用いて構成することにより
、ＬＥＤ８０Ａ及び８０Ｂからの発熱を、ライトカバー７４を介して固定板７２から放熱
するようにしてもよい。
【００３１】
　以上のような構成のライトカバー７４には、前記ＬＥＤ８０Ａ，８０Ｂの発光部８２Ａ
，８２Ｂが直接前記透明体７８の外周面に接しないように、所定の間隔Ｉをおいて前記透
明体７８が取り付けられる。取り付け方としては、ライトカバー７４の側面のバネの力を
利用したものであってもよいし、ライトカバー７４の内側に突出する突出片などを設け、
透明体７８がＬＥＤ８０，８０Ｂに接触するのを防ぐような構造としてもよい。なお、前
記発光部８２Ａ，８２Ｂと透明体７８との間隔Ｉは、例えば、１．５～２．０ｍｍ程度が
好ましいが、発光装置７０の大きさや透明体７８の直径などに応じて適宜変更してよい。
【００３２】
　次に、本実施例の作用を説明する。図示しないスイッチをＯＮにして、電源からの通電
を開始し、ＬＥＤ８０Ａ，８０Ｂを点灯する。すると、これらＬＥＤ８０Ａ及び８０Ｂか
ら発せられた光は、透明体７８の内部に入射するが、前記発光部８２Ａ，８２Ｂと透明体
７８の間に空気層が介在しているため、発光部が直接樹脂モールドなどで覆われた形態の
ＬＥＤを利用した場合と比べ、光が透明体７８へ多方向から入射する。透明体７８に入射
した光は、透明体７８内で反射され表面から外部に向けて射出される。このとき、透明体
７８が断面略円形となっているため、その表面がレンズの役割を果たし、該レンズによっ
て光が屈折・発散されて、外部に射出される。
【００３３】
　このように、実施例３によれば、リング状の透明体７８を利用しても、該透明体７８の
断面形状によるレンズ効果を生かして明るさを増すことができる。また、上述した実施例
１及び２に比べて、光が外部へ向けて広い角度で射出するため、広範囲の照射に好適であ
る。更に、固定板７２の表面を反射効率のよい材料で形成すれば、透明体７８から射出さ
れる光のうち、固定板７２側へ向かった光が、該固定板７２によって反射されるため、Ｌ
ＥＤ８０Ａ，８０Ｂからの光を無駄なく照射側へ向けることができる。
【実施例４】
【００３４】
　次に、図６を参照して、本発明の実施例４について説明する。上述した実施例１及び２
は、透明体としてライン状の長尺体を利用したものであるが、本実施例は、その長さを短
くしたものである。本実施例の発光装置９０は、断面略コ字状のライトカバー９２と、該
ライトカバー９２の底面９４Ａに設けられた一組のＬＥＤ１０２Ａ及び１０２Ｂ，前記ラ
イトカバー９２の両側面９４Ｂに外周面が把持された透明体９６により構成されている。
前記透明体９６の両端には、キャップ９８，１００が設けられる。
【００３５】
　更に、前記ＬＥＤ１０２Ａ，１０２Ｂには、表面に発光部１０４Ａ，１０４Ｂとマーク
１０６Ａ，１０６Ｂが設けられている。上述した実施例３と同様に、マーク１０４Ａ，１
０４Ｂは、ＬＥＤ１０２Ａ，１０２Ｂの電極の極性を示すもので、例えば、アノード側に
マーク１０６Ａ，１０６Ｂが設けられる。このようなＬＥＤ１０２Ａ，１０２Ｂの図示し
ない端子には、リード線１１０，１１２が接続され、キャップ９８側から外部に引き出さ
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れる。そして、前記マーク１０６Ａ，１０６Ｂが示す極性に応じて、これらリード線１１
０，１１２を介してＬＥＤ１０２Ａ，１０２Ｂに通電される。なお、本実施例においても
、透明体９６は、発光部１０４Ａ，１０４Ｂに密着しないように所定の間隔をおいて取り
付けられる。もちろん、ライトカバー９２を放熱性の材質により形成し、該ライトカバー
９２とＬＥＤ１０２Ａ，１０２Ｂの間に図示しない導熱シートを設けて放熱を図るように
してもよい。本実施例の作用及び効果は、基本的には上述した実施例１と同様であるが、
本実施例は、比較的小型の照明器具，例えば、自動車の室内灯などに好適である。
【実施例５】
【００３６】
　次に、図７及び図８を参照して、本発明の実施例５について説明する。なお、上述した
実施例１と同一または対応する構成要素には、同一の符号を用いることとする。図７(A)
は、本実施例の分解斜視図，図７(B)は、前記(A)を組み立てた状態で＃７－＃７線に沿っ
て切断し矢印方向に見た断面図，図７(C)は光の照射範囲を示す模式図である。本実施例
は、上述した実施例１及び２と同様に、ライン状の長尺の透明体を用いた例であるが、透
明体を２本用いることによって、光の照射範囲の拡大や調節を図ることが可能な構成とな
っている。図７(A)に示す発光装置１５０は、段差を設けたライトカバー１５２内に、光
源であるＬＥＤ２２が複数設けられた基板１８と、該ＬＥＤ２２に対して非密着状態とな
るように近接配置される略棒状の透明体１６０と、該透明体１６０に接触する他の棒状の
透明体１６２が収納された構成となっている。前記ライトカバー１５２の段差は、下段が
透明体１６０を保持し、上段が透明体１６２を保持できる寸法に予め設定されている。こ
のようなライトカバー１５２は、例えば、アルミニウム材の引き抜きなどによって形成さ
れる。また、前記ＬＥＤ２２は、上述した実施例１と同様に、基板１８上に複数配置され
ており、ライトカバー１５２の底面１５６に固定される。なお、基板１８上の電極パター
ン２０Ａ及び２０ＢやＬＥＤ２２の配置は、前記実施例１と同様である。
【００３７】
　前記透明体１６０は、例えば、ライトカバー１５２の下段の一対の側面１５３によって
挟み込むことでライトカバー１５２に固定され、他方の透明体１６２は、例えば、ライト
カバー１５２の板バネ状の側面１５４に挟まれるようにしてライトカバー１５２内に固定
される。また、前記透明体１６０及び１６２は、いずれも断面略円形となっており、本実
施例では、ＬＥＤ２２側に配置される透明体１６０のほうが、ライトカバー１５２の開放
部１５８側に配置される透明体１６２よりも径が小さくなるように設定されている。一例
を示すと、透明体１６０の径が５ｍｍのときに、外側の透明体１６２の径を７～１０ｍｍ
程度にするという具合である。
【００３８】
　前記実施例１で説明したように、長尺の透明体を用いることにより、光の帯を形成する
ことが可能であるが、本実施例のように２つの透明体を利用することにより、前記光の帯
の幅を、長手方向全体にわたって均一に広げることができる。例えば、透明体１６０のみ
を用いた場合、図７(C)に示す照射範囲１６４のように、光の帯は、両端側で幅が狭くな
った形状となっている。これに対して、本実施例のように透明体１６２も併用すると、Ｌ
ＥＤ２２側の透明体１６０を通過した光が、更に外側の透明体１６２を通過することによ
って発散される。このため、外部に射出される光の幅が増幅し、図７(C)に照射範囲１６
６で示すように、両端でほぼ均一な幅Ｗを有した光の帯を形成することができる。
【００３９】
　なお、前記光の帯の幅Ｗは、透明体１６２の径を変更することにより調節が可能である
。図８は、透明体１６０及び１６２の径と光の照射範囲の一例を示す断面図及び平面図で
ある。まず、図８(A-1)に示すように、透明体１６０の径を５ｍｍ，透明体１６２の径を
６ｍｍとすると、光の帯の幅Ｗ１は図８(A-2)のようになる。これに対して、図８(B-1)に
示すように、透明体１６０の径が５ｍｍのときに、透明体１６２の径を１０ｍｍとすると
、図８(B-2)に示すように、光の帯の幅Ｗ２は、前記Ｗ１よりも狭くなる。これは、透明
体１６０に対して透明体１６２の径がやや大きい程度の場合は、光が発散するように透明
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体１６２が作用し、透明体１６０に対して透明体１６２の径が倍程度に大きい場合は、光
を収束するように作用するためであると考えられる。
【００４０】
　本実施例の作用は、発光に関しては基本的には、上述した実施例１と同様であるが、ラ
イトカバー１５２内に２つの透明体１６０及び１６２を設け、光の射出側の透明体１６２
の径を、ＬＥＤ２２側の透明体１６０よりも大きく設定することとしたので、照射される
光の帯の幅Ｗを長手方向全体で均一にすることができる。このため、各種検査用装置など
の用途に適用できる。なお、本実施例においても、上述した実施例２と同様に、カバー１
５２の底面１５６と基板１８の間に導熱シートを設けたり、カバー１５２の外側に放熱フ
ィンを設けたりして、カバー１５２からの放熱を促進するような構成としてもよい。
【実施例６】
【００４１】
　次に、図９を参照しながら、本発明の実施例６を説明する。上述した実施例１～５はい
ずれも、透明体が断面略円形であったが、本実施例は、略円弧状の断面形状を有する長尺
の透明体を利用した例である。図９(A)は本実施例の主要断面図，図９(B)は本実施例の構
成を示す分解斜視図，図９(C)は回路図，図９(D)は変形例の主要断面図である。なお、前
記図９(B)を＃９－＃９線に沿って切断し矢印方向に見た断面が、図９(A)に相当する。本
実施例の発光装置２００は、透光性を有する透明体２０２と、表面に拡散処理が施された
散乱体であるライトカバー２０８と、これらの間に収納されるライトバー２１４により構
成されている。
【００４２】
　前記透明体２０２は、断面略扇状の長尺体であって、略弧状の部分から外部に向けて光
が射出するようになっている。該透明体２０２としては、例えば、透明のアクリル樹脂が
用いられ、引き抜きなどの適宜手法で形成される。一方、ライトカバー２０８は、前記透
明体２０２の射出側以外の表面を覆うような形状に形成されており、一対の斜面２１０Ａ
と２１０Ｂで形成される谷間の底面には、前記ライトバー２１４を設置するための溝２１
２が、長手方向に沿って形成されている。前記ライトカバー２０８としては、例えば、樹
脂やガラス等が用いられ、材料に適した手法により形成される。そして、例えば、樹脂や
ガラスの成形品の表面に、前記表面処理を実現するためのシートなどを取り付けるように
することにより、前記ライトカバー２０８が形成される。なお、前記溝２１２は、透明体
２０２とライトカバー２０８のそれぞれの斜面２０４Ａ及び２１０Ａと、斜面２０４Ｂ及
び２１０Ｂを合わせたときに、透明体２０２の底面２０６とライトバー２１４が接触せず
、所定の間隔を保つことができる深さとなるように予め設定されている。また、前記透明
体２０２とライトカバー２０８の長さは略同一である。
【００４３】
　次に、ライトバー２１４について説明する。ライトバー２１４は、前記溝２１２の底面
に取り付けられた状態で、前記透明体２０２内に光を導入するものであって、前記溝２１
２に沿って収納可能な基板２１６と、該基板２１６上に平行に形成された電極パターン２
１８Ａ及び２１８Ｂと、該電極パターン２１８Ａ及び２１８Ｂに跨るように複数配置され
たＬＥＤ２２０により構成されている。前記電極パターン２１８Ａ及び２１８Ｂとしては
、例えば、銅が用いられ、予め基板２１６に印刷されており、その端部には、それぞれリ
ード線２２２，２２４が接続されている。このような電極パターン２１８Ａ及び２１８Ｂ
上に設けられるＬＥＤ２２０の数は任意であるが、本実施例では、３個のＬＥＤ２２０が
等間隔で配置されている。以上の各部は、まず、基板２１６上に形成された平行な電極パ
ターン２１８Ａ，２１８Ｂに跨るようにＬＥＤ２２０を配置し、該ＬＥＤ２２０の図示し
ない端子と電極パターン２１８Ａ及び２１８Ｂを接続する。そして、電極２１８Ａ，２１
８Ｂの端部に、それぞれリード線２２２，２２４を適宜手段で接続する。次に、このよう
にしてＬＥＤ２２０を設けた基板２１６を、ライトカバー２０８の溝２１２の底面に貼り
付け、更に、その上から、前記透明体２０２を、ライトカバー２０８の開放部に嵌め込み
、接着剤などの適宜手段によって接着する。
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【００４４】
　ＬＥＤ２２０と接続した一方のリード線（例えば、リード線２２４）は、電源２２８の
一方の端子に接続され、他方のリード線（例えば、リード線２２２）は、スイッチ２２６
を介して、前記電源２２８の他方の端子に接続されている。すなわち、図９(C)の回路図
に示すように、並列接続された３個のＬＥＤ２２０に、スイッチ２２６を介して電源２２
８が接続された構成となっており、前記スイッチ２２６のＯＮ／ＯＦＦの切り替えにより
、ＬＥＤ２２０の点灯及び消灯を切り替えることができる。
【００４５】
　次に、本実施例の作用を説明する。まず、透明体２０２の曲面部（断面略弧状の部分）
が照明する場所を向くようにして、発光装置２００が所望の場所に設置される。そして、
スイッチ２２６をＯＮにして、電源２２８から溝２１２内に設けられたＬＥＤ２２０に電
気を供給して通電し、ＬＥＤ２２０を点灯させ、透明体２０２に向けて光を照射する。Ｌ
ＥＤ２２０から透明体２０２へ照射された光は、略弧状の断面形状を有する透明体２０２
のレンズ効果によって屈折・発散され、一部は外部に射出し、他はライトカバー２０８に
多方向から入射する。ライトカバー２０８に入射した光は、該ライトカバー２０８の表面
により散乱するため、外部から発光装置２００を見ると、透明体２０２全体が均一に明る
く点灯していることが確認される。このように、本実施例によれば、透明体２０２の曲面
形状及びつや消し状のライトカバー２０８により、明るさのムラなく全体を均一に発光さ
せることができる。なお、本実施例６においても、前記実施例１と同様に、図９(D)に示
す発光装置２００Ａのように、透明体２０２の曲面部につや消し状の散乱部２０３を設け
るようにしてもよい。
【実施例７】
【００４６】
　次に、図１０を参照して、本発明の実施例７を説明する。本実施例７は、上述した実施
例６において、透明体の断面形状を略円形としたもの，すなわち、透明体を略円柱状とし
た例である。図１０(A)は本実施例の主要断面図，図１０(B)は本実施例の構成を示す分解
斜視図，図１０(C)は本実施例の変形例を示す主要断面図である。なお、前記図１０(B)を
＃１０－＃１０線に沿って切断し、矢印方向に見た断面が、図１０(A)に相当する。本実
施例の発光装置２３０は、透光性を有する透明体２３２と、表面に拡散処理が施された散
乱体であるライトカバー２４０と、これらの間に収納されるライトバー２１４により構成
されている。
【００４７】
　本実施例の基本的な構造は、前記実施例６と同様であるが、本実施例の発光装置２３０
では、透明体２３２が、断面略円形の長尺体であって、前記ライトカバー２４０によって
周囲が覆われて（支持されて）いない部分が光の射出側となっている。一方、前記ライト
カバー２４０は、透明体２３２の光の射出側以外の表面を覆うような形状に形成されてお
り、一対の曲面２４２Ａと２４２Ｂで形成される谷間の底面には、前記ライトバー２１４
を設置するための溝２４４が長手方向に沿って形成されている。前記透明体２３２は、前
記一対の曲面２４２Ａ及び２４２Ｂに嵌め込み、接着剤などの適宜手段で接着される。な
お、前記ライトバー２１４の構成や電極引き出し構造，本実施例の作用・効果は、上述し
た実施例６と同様である。もちろん、図１０(C)に示す発光装置２３０Ａのように、ライ
トカバー２４０で覆われていない透明体２３２の表面部分に、つや消し状の散乱部２３４
を形成するようにしてもよい。
【実施例８】
【００４８】
　次に、図１１を参照しながら、本発明の実施例８を説明する。本実施例は、本発明の発
光装置を、照明器具に適用した例である。図１１(A)は、本実施例の外観を示す斜視図，(
B)は前記(A)を＃１１Ａ－＃１１Ａ線に沿って切断し、矢印方向に見た断面図，(C)は、前
記(B)を＃１１Ｂ－＃１１Ｂ線に沿って切断し、矢印方向に見た図で、光源（ＬＥＤ）の
配置を示す図である。図１１(D)は、本実施例の回路図，図１１(E)は、本実施例の変形例
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を示す図である。図１１に示すように、本実施例の発光装置３００は、発光する透明体３
１２と、該透明体３１２に光を照射する光源であるＬＥＤ（発光ダイオード）３２４及び
３２６と、これらＬＥＤ３２４及び３２６が設けられるとともに、前記透明体３１２に取
り付けられる基板３２０と、前記透明体３１２に取り付けられる口金３１８により構成さ
れている。前記発光装置３００は、前記口金３１８を介して、任意の手段で壁や天井など
に取り付け固定される。また、前記ＬＥＤ３２４及び３２６には、電源３３８とスイッチ
３３９のほか、必要に応じて明るさを調節するためのボリューム（抵抗）３４０が接続さ
れている。
【００４９】
　前記透明体３１２は、全体が略球状であって、図１１(B)の断面に示すように、断面略
円形となっている。また、表面の一部に、前記ＬＥＤ３２４及び３２６を収納するととも
に、前記基板３２０が取り付けられる略円筒状の筒部３１４が設けられている。該筒部３
１４は、前記透明体３１２と一体に形成するようにしてもよいし、別々に形成したものを
適宜手段で固定するようにしてもよい。前記透明体３１２及び筒部３１４としては、例え
ば、アクリル樹脂やガラスなどの透光性の材料が使用される。
【００５０】
　また、前記筒部３１４の縁には、上述したＬＥＤ３２４及び３２６を取り付けるための
基板３２０が適宜手段によって固定されている。本実施例の場合は、図１１(C)に示すよ
うに、筒部３１４の略円形の縁部に、略正方形の基板３２０の四隅が固定される構造とな
っている。前記基板３２０の表面には、前記ＬＥＤ３２４及び３２６の底面に設けられた
図示しない端子を接続するための電極パターン３２２Ａ，３２２Ｂが所定の間隔で略平行
に形成されている。なお、前記電極パターン３２２Ａや３２２Ｂとしては、例えば、銅な
どが用いられ、予め基板３２０に印刷されている。このような基板３２０の表面に設けら
れるＬＥＤの数は任意であるが、本実施例では、２つのＬＥＤ３２４及び３２６が設けら
れている。該ＬＥＤ３２４及び３２６は、それぞれが略長方形となっている。また、これ
らＬＥＤ３２４及び３２６の表面には、発光部３２４Ａ及び３２６Ａが設けられており、
それを覆う樹脂モールドなどは設けられていない。また、ＬＥＤ３２４及び３２６には、
電極の極性を示すマーク３２４Ｂ及び３２６Ｂが設けられている。例えば、マーク３２４
Ｂや３２６Ｂが設けられた側の底面の端子がマイナスを示すという具合である。
【００５１】
　そして、前記ＬＥＤ３２４及び３２６のプラス端子が前記電極パターン３２２Ａ上にく
るように配置して接続し、ＬＥＤ３２４及び３２６のマイナス端子が電極パターン３２２
Ｂ上にくるように配置して接続する。このような電極パターン３２２Ａ，３２２Ｂの端部
には、それぞれリード線３３４，３３６が接続される。一方のリード線３３６は、電源３
３８の一方の端子に接続され、電源３３８の他方の端子に接続されたリード線３４２は、
ボリューム３４０の一方の端子に接続される。更に、前記ボリューム３４０の他方の端子
に接続されたリード線３４４は、スイッチ３３９を介して、前記電極パターン３２２Ａと
接続したリード線３３４に接続される。
【００５２】
　すなわち、図１１(D)の回路図に示すように、並列接続されたＬＥＤ３２４及び３２６
に、リード線３３４，３３６，３４２，３４４によって、スイッチ３３９及びボリューム
３４０を介して電源３３８が接続された構成となっており、前記スイッチ３３９のＯＮ／
ＯＦＦの切り替えにより、ＬＥＤ３２４及び３２６の点灯及び消灯を切り替えることがで
きる。また、スイッチ３３９をＯＮにした状態で、ボリューム３４０を調節することによ
り明るさの調節も可能となる。なお、ボリューム３４０については、必要に応じて設ける
ようにすればよい。
【００５３】
　以上のようなＬＥＤ３２４及び３２６が設けられた基板３２０を、前記筒部３１４の縁
部に適宜手段で固定することにより、前記ＬＥＤ３２４及び３２６が筒部３１４内に収納
される。このような筒部３１４には、上端が開放した口金３１８が適宜手段によって固定
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され、該口金３１８の下端の開口からは、前記リード線３３４及び３３６が引き出される
。前記筒部３１４と口金３１８は、例えば、前記筒部３１４の外周面に設けたネジ部と、
口金３１８の内周面上端側に形成されたネジ部（いずれも図示せず）の螺合により、着脱
可能に固定される。なお、前記基板３２０は、筒部３１４に取り付けられた状態において
、前記ＬＥＤ３２４及び３２６が、透明体３１２の導入部３１６の表面に非密着状態ない
し近接した位置となるように固定される。
【００５４】
　次に、本実施例の作用を説明する。発光装置３００を、照明が必要な所望の場所に適宜
手段で設置する。そして、スイッチ３３９をＯＮにして、電源３３８から筒部３１４内に
設けられたＬＥＤ３２４及び３２６に電気を供給して通電し、ＬＥＤ３２４及び３２６を
点灯させ、導入部３１６から透明体３１２へ向けて光を照射する。ＬＥＤ３２４及び３２
６から照射された光は、断面略円形の透明体３１２によるレンズ効果で屈折・発散され、
外部に射出される。この様子を発光装置３００の外側からみると、透明体３１２全体が均
一に明るく見える。なお、本実施例の発光装置３００によれば、レンズ効果を生かすこと
ができるため、白熱球などと比べて、十分な明るさを得ることができる。
【００５５】
　このように、実施例８によれば、透光性を有する略球状の透明体３１２の表面に設けた
筒部３１４の内側に、ＬＥＤ３２４及び３２６が光の導入部３１６に非密着状態ないし近
接状態となるように配置することとした。このため、前記ＬＥＤ３２４及び３２６を発光
させると、透明体３１２の内側表面のレンズ効果で反射して透明体３１２内部を屈折・発
散する光が、外部へ向けて射出されるため、全体が均一に発光するとともに、十分な明る
さを得ることができる。
【００５６】
　次に、図１１(E)を参照して、本実施例の変形例について説明する。図１１(E)に示す例
では、透明体３１２の表面であって、前記筒部３１４の内側を除く部分，すなわち、導入
部３１６のみが透明のままとなっている。一方、前記導入部３１６以外の表面部分，すな
わち、筒部３１４の外側に相当する表面部分は、つや消し状の散乱部３４６となっている
。該散乱部３４６は、光を反射するように白色顔料を含む塗料を、前記透明体３１２の表
面に、例えば、蒸着や塗布などの方法で形成した膜である。前記白色顔料としては、例え
ば、チタニウムホワイト（チタン白，酸化チタン）が用いられるが、シルバーホワイトや
ジンクホワイトなどの他の白色顔料であってもよい。このような構成とすると、ＬＥＤ３
２４及び３２６から照射された光は、前記透明体３１２によるレンズ効果で屈折・発散さ
れて外部へ向けて射出される際に、表面に形成されたつや消し状の散乱部３４６により、
多方向に効率よく散乱（乱反射）されるため、特に、発光の均一性を高めることが可能と
なる。
【実施例９】
【００５７】
　次に、図１２を参照しながら本発明の実施例９を説明する。図１２(A)は、本実施例の
主要断面図，図１２(B)は本実施例の変形例の主要断面図である。本実施例も前記実施例
８と同様に、本発明の発光装置を照明器具に適用したものであり、基本的な構造は同様で
あるが、電源として太陽電池を利用した例である。まず、図１２(A)に示す発光装置３５
０について説明する。本実施例の発光装置３５０は、発光する透明体３５２と、該透明体
３５２に光を照射するＬＥＤ３６２と、前記透明体３５２が取り付けられる口金３７０に
より構成されるほか、スイッチ３７４や、太陽電池パネル３８０，蓄電池３９２が接続さ
れている。
【００５８】
　前記透明体３５２は、図１２(A)に示すように、略球状の本体に、略円筒状の筒部３５
４が連続して形成された形状となっている。前記筒部３５４の縁部には、前記ＬＥＤ３６
２が設けられた基板３６０が適宜手段で接合される。すなわち、前記筒部３５４の内側の
収納部３５６にＬＥＤ３６２が収納可能な構造となっている。なお、前記筒部３５４の高
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さは、収納部３５６に収納されたＬＥＤ３６２が、前記透明体３５２の表面の光の導入部
３５８に非密着状態ないし近接する位置となるように予め設定されている。このような透
明体３５２は、本体と筒部３５４を接合して形成するようにしてもよいし、本体をくり抜
き加工して一体物として形成するようにしてもよい。透明体３５２としては、上述した実
施例８と同様にアクリル樹脂やガラスなどの透光性の材料が使用される。
【００５９】
　前記筒部３５４の縁部に接合される基板３６０の略中央には、光源であるＬＥＤ３６２
が適宜手段で固定されている。該ＬＥＤ３６２の表面には、発光部３６４が設けられてお
り、それを覆う樹脂モールドなどは設けられていない。また、ＬＥＤ３６２の側面には図
示しない端子が設けられており、それぞれにリード線３６６及び３６８が接続されている
。リード線３６６は、例えば、口金３７０の側面上端付近から引き出されて、スイッチ３
７４の一方の端子に接続され、他方のリード線３６８は、口金３７０内の蓄電池３９２の
一方の端子に接続される。該蓄電池３９２の他方の端子に接続されたリード線３９４は、
引出部３７２から引き出されて、スイッチ３７４の他方の端子に接続される。
【００６０】
　また、本例では、前記太陽電池パネル３８０に光を入射させるため、前記基板３６０が
透光性を有する透明板により形成されている。前記太陽電池パネル３８０は、前記基板３
６０を介して入射した太陽光のエネルギーを電気エネルギーに変換するもので、Ｐ型半導
体板とＮ型半導体板の接合板の表裏両面に電気を取り出すための電極層３８４，３８６が
設けられた構成となっている。これら電極層３８４，３８６は、リード線３８８，３９０
によって蓄電池３９２に接続されており、太陽電池パネル３８０から取り出された電気エ
ネルギーが、該蓄電池３９２で化学エネルギーに変換されて蓄電され、必要に応じて、再
度電気エネルギーに変換されて、前記ＬＥＤ３６２に供給される。なお、前記蓄電池３９
２は、リード線３６８によってＬＥＤ３６２の一方の端子に接続され、リード線３９４に
よってスイッチ３７４に接続されている。そして、スイッチ３７４によりＬＥＤ３６２の
点灯及び消灯の切り替えが可能となっている。なお、必要に応じて、光量の調節を行うよ
うなボリュームを設けるようにしてもよい。
【００６１】
　次に、本実施例の作用を説明する。発光装置３５０を、所望の場所に適宜手段で設置す
る。そして、スイッチ３７４をＯＮにして、蓄電池３９２から収納部３５６内に設けられ
たＬＥＤ３６２に電気を供給して通電し、ＬＥＤ３６２を点灯させ、導入部３５８を介し
て透明体３５２へ向けて光を照射する。照射された光は、透明体３５２内に進入し、透明
かつレンズ状の本体部分で反射されるようになる。この様子を発光装置３５０の外側から
見ると、透明体３５２全体が均一に、かつ、十分な明るさで発光しているように見える。
本実施例の効果は、上述した実施例８と同様である。なお、本実施例においても、図１２
(B)に示す透明体３５２Ａのように、表面につや消し状の散乱部３９６を形成して、発光
の均一性の向上を図るようにしてもよい。なお、前記散乱部３９６を設ける範囲は、前記
実施例８の変形例と同様に、筒部３５４の外側，すなわち、光の射出側のみである。
【実施例１０】
【００６２】
　次に、図１３を参照して、本発明の実施例１０を説明する。図１３(A)及び(B)は、本実
施例の発光装置の断面図，図１３(C)は透明体を示す斜視図，図１３(D)は変形例を示す外
観斜視図である。なお、上述した実施例８と同一ないし対応する構成要素には、同一の符
号を用いることとする（以下の実施例についても同様）。本実施例も、前記実施例８及び
９と同様に、略球状の透明体を用いた構造となっている。図１１(A)及び(B)に示すように
、本実施例の発光装置４００は、発光する透明体４０２と、該透明体４０２に光を照射す
る光源であるＬＥＤ３２４及び３２６と、前記透明体４０２に取り付けられる基板３２０
と、前記透明体４０２に取り付けられる口金３１８、前記透明体４０２の外側に設けられ
る笠４１０により構成されている。なお、前記笠４１０は、後述するように必要に応じて
設ければよく、前記ＬＥＤ３２４及び３２６，基板３２０，口金３１８の構造及び回路構
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成は、前記実施例８と基本的に同様である。
【００６３】
　前記透明体４０２は、全体が略球状であって、図１３(C)に示すように、光の射出側（
照射側）に略円錐状の窪み４０４が形成されている。また、前記窪み４０４の反対側には
、前記ＬＥＤ３２４及び３２６を収納するとともに、前記基板３２０が取り付けられる略
円筒状の筒部４０８が設けられている。該筒部４０８は、前記透明体４０２と一体に形成
するようにしてもよいし、別々に形成したものを適宜手段で固定するようにしてもよい。
前記透明体４０２及び筒部４０８としては、前記実施例８と同様に、例えば、アクリル樹
脂やガラスなどの透光性の材料が使用される。このような透明体４０２の外側には、図１
３(A)に示すように、光を反射させるための笠４１０が必要に応じて設けられる。なお、
笠４１０としては、例えば、鏡面仕上げを施したアルミニウム材や樹脂材などが用いられ
る。
【００６４】
　次に、本実施例の作用を説明する。まず、図１３(A)に示すように笠４１０がある場合
について説明する。発光装置４００を、照明が必要な所望の場所に適宜手段で設置する。
そして、スイッチ３３９をＯＮにして、電源３３８から筒部４０８内に設けられたＬＥＤ
３２４及び３２６に電気を供給して通電し、ＬＥＤ３２４及び３２６を点灯させ、筒部４
０８の内側から透明体４０２へ向けて光を照射する。ＬＥＤ３２４及び３２６から照射さ
れた光のうち、前記窪み４０４の斜面４０６に当たった光は、該斜面４０６により反射さ
れて、光の入射方向と略直交する方向（矢印Ｆ１３ｂ方向）へ射出したのち、更に、同図
に点線で示すように、前記笠４１０によって反射されて、上方（矢印Ｆ１３ａ）方向に進
路を変える。一方、ＬＥＤ３２４及び３２６から照射された光のうち、前記窪み４０４よ
りも外側に入射した光は、前記斜面４０６により反射されることなく、図１３(A)に実線
矢印で示すように、図の上方（矢印Ｆ１３ａ）方向にのみ射出される。すなわち、笠４１
０を設けることにより、透明体４０２に入射した光の大部分が同一の方向に射出されるよ
うになる。
【００６５】
　次に、図１３(B)に示すように、笠４１０を設けない場合は、前記斜面４０６により反
射されて外部に射出した光は、そのまま進路を変更することなく、矢印Ｆ１３ｂ方向に進
む。一方、前記窪み４０４よりも外側に照射された光は、前記斜面４０６により反射され
ることなく、図１３(B)に矢印Ｆ１３ａ方向にのみ射出される。このように、笠４１０を
設けない場合は、矢印Ｆ１３ａ方向と、それと略直交する矢印Ｆ１３ｂ方向へ光を照射す
ることができる。本実施例の他の効果は、上述した実施例８と同様である。なお、図１３
(D)に示す例のように、口金３１８の代わりに、ねじ込み式の口金４２０を利用すること
により、ソケットなどに直に接続して利用することができ、取り付けなどを簡単に行うこ
とができる。
【００６６】
　以上説明したように、本実施例によれば、ＬＥＤ３２４及び３２６から照射された光は
、断面略円形の透明体４０２によるレンズ効果で屈折・発散され、外部に射出される。こ
の様子を発光装置４００の外側から見ると、透明体４０２全体が均一に明るく見える。な
お、本実施例の発光装置４００によれば、レンズ効果を生かすことができるため、白熱球
などと比べて十分な明るさを得ることができる。また、笠４１０の有無により、光の照射
範囲や方向を調節することが可能となる。
【実施例１１】
【００６７】
　次に、図１４を参照して、本発明の実施例１１を説明する。図１４(A)は本実施例の斜
視図，図１４(B)は断面図である。上述した実施例８～１０は、いずれも略球状の透明体
を利用した例であるが、本実施例は略半球状の透明体を利用した例である。図１４に示す
ように、本実施例の発光装置４５０は、発光する透明体４５２と、該透明体４５２に光を
照射する光源であるＬＥＤ３２４及び３２６，基板３２０，該基板３２０が取り付けられ
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る受け部４６０により構成されている。前記ＬＥＤ３２４及び３２６と基板３２０は、前
記実施例８と同様の構成となっており、回路構成なども同じである。
【００６８】
　前記透明体４５２は略半球状となっており、平面部４５４側の縁には、略円形の受け部
４６０に取り付けるための筒部４５６が設けられている。該筒部４５６により、前記受け
部４６０上に設けられたＬＥＤ３２４及び３２６と所定の間隔Ｉが保たれている。前記透
明体４５２としては、例えば、アクリル樹脂やガラスなどの透光性の材料が使用される。
本実施例の作用・効果は基本的に前記実施例８と同様である。すなわち、ＬＥＤ３２４及
び３２６から照射された光は、透明体４５２との間に介在する空気層により、多方向から
平面部４５４に入射し、更に、断面略円弧状の透明体４５２によるレンズ効果で屈折・発
散され、十分な明るさで外部に射出される。この際、前記平面部４５４とＬＥＤ３２４及
び３２６の距離Ｉを調節することにより、図１４(A)に矢印で示すように一方向にのみ射
出するようにしてもよいし、図１４(B)に示すように、放射状に射出されるようにしても
よい。本実施例の効果は、前記実施例８と同様である。
【実施例１２】
【００６９】
　次に、図１５を参照して、本発明の実施例１２について説明する。上述した実施例８～
１１は、いずれも略球状ないし略半球状の透明体のみを用いたものであるが、本実施例で
は、略球状の透明体と長尺の透明体を組み合わせて用いた例である。本実施例１２は、本
発明を警棒に適用したものである。図１５(A)は、本実施例の外観を示す斜視図，図１５(
B)は、前記(A)を＃１５－＃１５線に沿って切断し、矢印方向に見た断面図である。
【００７０】
　図１５(A)及び(B)に示すように、本実施例の警棒５００は、グリップ５０２と本体５０
４からなり、更に、前記本体５０４は、長尺の第１の発光部５０６と、略球状の第２の発
光部５３０と、それらを接続するアタッチメント５４０により構成されている。前記第１
の発光部５０６と第２の発光部５３０は、同色発光するようにしてもよいが、本実施例で
は、例えば、第１の発光部５０６が赤色発光し、第２の発光部５３０が白色発光するもの
とする。
【００７１】
　まず、第１の発光部５０６について説明する。一般に、この種のライン状の発光部は、
光源に近いほど明るく、遠い部分になるほど暗くなり、発光装置全体の明るさにムラが出
る傾向が強いが、本実施例では、このような明るさのムラを解消して、全体が均一に発光
するようにしたものである。第１の発光部５０６は、透光性の部材によって略円柱状に形
成された透明体５１２が、筒５１０の内側に収納されている。前記筒５１０は、透明体５
１２からの発光を妨げることがないように透明な樹脂やガラスが用いられる。
【００７２】
　前記透明体５１２は、長手方向に沿ったライン状の透明窓５１６の部分を除いて、表面
の略全体につや消し状の散乱部５１４が形成されている。前記透明体５１２は、前記実施
例と同様に、例えば、アクリル樹脂やガラス等が用いられ、前記散乱部５１４は、例えば
、白色顔料を含む塗料の蒸着や塗布等の方法によって膜形成される。このような透明体５
１２の一方の端部（図示の例では、グリップ５０２側の端部）には、ＬＥＤ５１８が埋め
込まれており、該ＬＥＤ５１８の基部５２０からは、ＬＥＤ５１８の図示しない端子に接
続するリード線５２２及び５２４が引き出されている。本実施例では、第１の発光部５０
６を赤色発光させるため、赤色発光のＬＥＤ５１８を利用している。なお、透明体５１２
の端部と、筒５１０の端部は、適宜手段でグリップ５０２に支持・固定されており、前記
ＬＥＤ５１８は、グリップ５０２内に収容されている。
【００７３】
　次に、グリップ５０２は、内部が中空となっており、その中には、前記ＬＥＤ５１８の
電源である電池５２８が設けられている。また、グリップ５０２の外側には、第１の発光
部５０６及び第２の発光部５３０のそれぞれの点灯及び消灯を切り替えるためのスイッチ
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５２６が設けられている。そして、前記電池５２８の図示しない一方の端子と接続したリ
ード線５５０は、前記スイッチ５２６及びリード線５２２を経由して、ＬＥＤ５１８の図
示しない一方の端子に接続され、更に、電池５２８とＬＥＤ５１８のもう一方の端子同士
は、リード線５２４により接続されている。これらリード線５２２，５２４，５５０は、
いずれもグリップ５０２内に収納されている。
【００７４】
　次に、第２の発光部５３０について説明する。第２の発光部５３０は、基本的には上述
した実施例８と同様の構成となっている。すなわち、略球状の発光する透明体５３２と、
該透明体５３２に設けられる筒部５３４，前記透明体５３２に光を照射する光源であるＬ
ＥＤ５４２，該ＬＥＤ５４２が一方の主面に設けられたアタッチメント５４０により構成
されている。前記透明体５３２は、前記アタッチメント５４０によって、前記筒５１０に
取り付け固定される。本実施例では、第２の発光部５３０を白色に発光させるため、白色
発光のＬＥＤ５４２を利用する。なお、前記ＬＥＤ５４２の光源は、前記グリップ５０２
内に収納された電池５２８である。前記透明体５３２や筒部５３４としては、前記実施例
と同様に、例えば、アクリル樹脂やガラスなどの透光性の材料が使用される。
【００７５】
　前記透明体５３２は、略球状の本体に、略円筒状の筒部５３４が連続して形成された形
状となっている。前記筒部５３４の縁部には、前記ＬＥＤ５４２が設けられたアタッチメ
ント５４０が適宜手段で固定される。すなわち、前記筒部５３４の内側の収納部５３６に
、ＬＥＤ５４２が収納可能な構造となっている。このような透明体５３２は、本体と筒部
５３４を接合して形成するようにしてもよいし、本体をくり抜き可能して一体物として形
成するようにしてもよい。
【００７６】
　前記筒部５３４の縁部に取り付けられるアタッチメント５４０の略中央には、光源であ
るＬＥＤ５４２が適宜手段で固定されている。該ＬＥＤ５４２の表面には、発光部５４４
が設けられており、それを覆う樹脂モールドなどは設けられていない。また、ＬＥＤ５４
２の側面には、図示しない端子が設けられており、それぞれにリード線５４６及び５４８
が接続されている。これらリード線５４６及び５４８は、例えば、前記アタッチメント５
４０を介して引き出され、一方のリード線５４６は、前記スイッチ５２６の一方の端子に
接続され、他方のリード線５４８は、前記電池５２８の一方の端子に接続される。すなわ
ち、電池５２８の一方の端子に、リード線５２４及び５４８を介して２つのＬＥＤ５１８
と５４２の一方の端子が接続され、スイッチ５２６の一方の端子には、リード線５２２及
び５４６を介して２つのＬＥＤ５１８と５４２の他方の端子が接続される。そして、前記
スイッチ５２６と電池５２８の他方の端子同士を、リード線５５０で接続することとした
ので、スイッチ５２６の操作により、ＬＥＤ５１８と５４２の点灯及び消灯を切替えるこ
とが可能となる。なお、ＬＥＤ５１８と５４２は、同時に点灯するようにしてもよいし、
いずれか一方が点灯しているときは他方が消灯するように切り替えるようにしてもよい。
【００７７】
　次に、本実施例の作用を説明する。なお、ここでは、スイッチ５２６の操作により、Ｌ
ＥＤ５１８及び５４２の点灯及び消灯が行われているものとする。まず、ＬＥＤ５１８を
点灯すると、ＬＥＤ５１８から発せられた光は、透明体５１２の内部に進入する。入射し
た光のうち、透明窓５１６に進入した光は、そこで反射されるようになる。しかし、つや
消し状の散乱部５１４に進入した光は、散乱部５１４で乱反射（散乱）される。すなわち
、透明体５１２に進入した光は、主として透明窓５１６によって下部から上部に導かれる
とともに、散乱部５１４で乱反射されて、外部から見ると第１の発光部５０６が赤色に発
光しているように観察される。
【００７８】
　一方、ＬＥＤ５４２を点灯させると、導入部５３８から透明体５３２へ向けて光が照射
される。ＬＥＤ５４２から照射された光は、断面略円形の透明体５３２によるレンズ効果
で屈折・発散され、外部に射出される。この様子を、警棒５００の外側から見ると、第２
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の発光部５３０全体が均一に明るく見える。
【００７９】
　このように、本実施例１２によれば、第１の発光部５０６においては、透明体５１２の
表面に、長手方向に沿った透明窓５１６を除いて、つや消し状の散乱部５１４を形成する
こととしたので、透明窓５１６によって光が透明体５１２の上部にも導かれるようになり
、透明体５１２の先端まで均一に発光させることができる。また、第２の発光部５３０に
おいては、ＬＥＤ５４２を発光させると、透明体５３２の内側表面のレンズ効果で反射し
て透明体５３２内を屈折・発散する光が、外部に向けて射出されるため、第２の発光部５
３０が均一に発光するとともに、十分な明るさを得ることができる。もちろん、本実施例
においても、上述した実施例と同様に、第２の発光部５３０の透明体５３２の表面に、つ
や消し状の散乱部を蒸着などの手段により形成するようにしてもよい。
【００８０】
　本発明には数多くの実施形態があり、以上の開示に基づいて多様に改変することが可能
である。例えば、次のようなものも含まれる。
  (1)前記実施例で示した形状，大きさは一例であり、同様の効果を奏するように適宜変
更可能である。特に、ライン状の透明体を用いる場合は、その長手方向の寸法を任意に増
減可能である。また、略球状ないし略半球状の透明体を用いる場合は、その径を任意に増
減してよい。
【００８１】
　(2)透明体は、透明無色なものが好ましいが、有色であることを妨げるものではない。
例えば、前記実施例１２において、第１の発光部５０６のＬＥＤ５１８として赤色ＬＥＤ
を利用し、第２の発光部５３０のＬＥＤ５４２として白色ＬＥＤを利用したが、これも一
例であり、必要に応じて他の色に発光するＬＥＤを利用してよい。
【００８２】
　(3)前記実施例では、透明体としてアクリル樹脂やガラスを例に挙げたが、これも一例
であり、必要に応じて他の公知の各種の透光性の材料を利用してよい。例えば、本発明の
発光装置を照明として天井に取り付ける場合は、発光装置が難燃性である必要があるため
、透明体として難燃性樹脂を利用するなどである。
【００８３】
　(4)光源としては、ＬＥＤ以外の他の光源，例えば、冷陰極管などを用いてもよいが、
消費電力の点を考慮すると、ＬＥＤが最も好適である。
  (5)ＬＥＤは、単色発光のものを利用してもよいし、多色発光のものを利用してもよい
。
  (6)前記実施例で示したＬＥＤの数も一例であり、必要に応じて増減してよい。
【００８４】
　(7)前記実施例８～１２の発光装置は、屋内外の単なる照明として用いるだけでなく、
各種ディスプレイや看板などを照らす用途に用いてもよい。
  (8)前記実施例９では、太陽電池パネル３８０を発光装置３５０内に設けることとした
が、これも一例であり、発光装置３５０の外側に太陽電池パネルを設けるようにしてもよ
い。もちろん、他の実施例において太陽電池パネルを利用するようにしてもよい。
【００８５】
　(9)前記実施例で示した回路構成も一例であり、同様の効果を奏するように適宜設計変
更可能である。例えば、図２(B)～(E)に示すいずれかの回路を、上述した実施例１のみな
らず、他の実施例２～７のいずれかに適用するようにしてもよい。また、ソーラーや風力
などの自立電源と組み合わせることにより、ランニングコストの低減を図るとともに、環
境にも優しい照明を実現することも可能である。
【００８６】
　また、例えば、前記実施例８で示したボリューム３４０を、必要に応じて他の実施例に
設けるようにするなどである。更に、前記実施例９に示す例において、スイッチ３７４の
代わりに光センサを利用して、ＬＥＤ３６２の点灯／消灯を切り替えるようにしてもよい
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。例えば、光センサによる太陽光の入射量の検知結果が所定の値よりも多い場合（晴れの
日の昼間など）は、ＬＥＤ３６２への通電をＯＦＦにし、入射量が所定の値より少ない場
合（曇天・雨天時や夜間など）には、ＬＥＤ３６２への通電をＯＮにするという具合であ
る。
【００８７】
　(10)前記実施例１２では、長尺の第１の発光部５０６の一端側にのみ第２の発光部５３
０を設けて警棒５００として利用することとしたが、長尺の第１の発光部５０６の両端に
、略球状の発光部を設けるようにしてもよいし、前記実施例１，２，５，６，７の発光装
置の端部に略球状の発光部を設けるようにしてもよい。
　(11)前記実施例１０では、略円錐状の窪み４０４を設けることとしたが、これも一例で
あり、窪みの形状は略角錐状としてもよい。
【００８８】
　(12)本発明の発光装置は、各種検査用照明，屋内外の照明，案内灯，表示灯，非常灯な
どの照明として用いるだけでなく、警棒や発光装置を構成要素の一部として含む各種機器
・装置全般に適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明によれば、透光性を有し、断面略円弧状ないし略円形の曲面部を有する透明体に
対して、光源の光を照射し、前記透明体の曲面部分によるレンズ効果を生かして光を屈折
・発散させることとしたので、各種形状・寸法の発光装置の用途に適用できる。特に、均
一かつ十分な明るさが必要とされる発光物に用いる発光装置の用途に好適である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】
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